








令和８年 令和７年 増△減 令和８年 令和７年 増△減

27 35 △ 8 473 529 △ 56

17 25 △ 8 305 341 △ 36

0 0 0 1 0 1

2 0 2 40 41 △ 1

0 0 0 0 2 △ 2

0 0 0 0 0 0

8 10 △ 2 127 145 △ 18

391 56 335 4,472 3,887 585

0 0 0 14 16 △ 2

4 4 0 72 83 △ 11

5 6 △ 1 91 99 △ 8

5 4 1 77 70 7

3 7 △ 4 69 86 △ 17

1 0 1 39 66 △ 27

1 5 △ 4 34 26 8

12 13 △ 1 163 182 △19

12,010 11,950 60 159,995 163,639 △ 3644

7,982 8,181 △ 199 110,069 114,373 △ 4304

401 393 8 5,537 5,756 △ 219

2,198 2,063 135 30,509 30,088 421

1,429 1,313 116 13,880 13,422 458

種　別 件　数

急病 1,088

交通事故 44

一般負傷 307

その他 171

8月13日 下倉田町 専用住宅55㎡焼損、類焼あり

8月1日 川上町 共同住宅40㎡焼損

8月8日 汲沢四丁目 専用住宅の外壁等焼損

※　数値は速報のため、変更することがあります。

令和８年８月中の戸塚区内火災・救急状況
　火　災　３　  件　 救急　1,610　件

発生日 発生場所 概　　　要

救急
種別

急病

救急
種別

急病

交通事故 交通事故

一般負傷 一般負傷

その他 その他

こんろ 配線器具

その他 その他

救急出場件数 救急出場件数

主な
出火
原因

電気機器

主な
出火
原因

放火（疑い含む）

放火（疑い含む） 電気機器

たばこ たばこ

ストーブ こんろ

損害
程度

焼損床面積（㎡）

損害
程度

焼損床面積（㎡）

死者 死者

負傷者 負傷者

火災件数 火災件数

火災
種別

建物

火災
種別

建物

林野 林野

車両 車両

船舶 船舶

航空機 航空機

その他 その他

火災・救急状況（令和８年）
　　戸塚消防署(令和８年８月31日現在)

区分／年別
戸塚区

区分／年別
横浜市





令和８年度 ６・７月分 家庭系ごみ量実績（速報値）について 

 

・燃やすごみの量 

令和７年度同月と比べて、６月は 0.7％の増加、7 月は 1.0％の増加でした。 

・プラスチック資源の量 

令和７年度同月と比べて、６月は 3.8％の増加、７月は 1.4％の増加でした。 

 

 

 

燃やすごみ プラスチック 

６月 ７月 累計 ６月 ７月 累計 

収集量 

（トン） 

R8 3,076 2,982 12,358 351 374 1,457 

R7 3,054 2,952 12,400 338 369 1,448 

原単位 

（グラム） 

R8 364 342 360 41.6 42.7 42.4 

R7 361 338 360 40.0 42.2 42.1 

※原単位は、１人１日あたりの量です。 

 

 

 

令和７年度の食品ロス発生量について 

 

横浜市の家庭から出た燃やすごみは年間 48.8 万トンで、そのうちの 34.1％が 

生ごみです。生ごみのうち 46％は、まだ食べられるのにも関わらず捨てられてしまっ 

ている「食品ロス」です。 

これは、市民１人あたり年間で約 21 キログラム、金額に換算すると約１万９千円分 

もの食品ロスが発生している計算になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【担当】戸塚区地域振興課資源化推進担当 TEL 866-8411 

正しく分別することで、 

これまで燃やしていたプラスチックが資源となり 

プラスチック資源排出量が増加します 

【手つかず食品】 

 期限切れになったもの 

【食べ残し】 

 食べ残されたもの 

【過剰除去】 

 本当は食べられる部分を 

 取り除いたもの 

 

１. 買いすぎない！ ２. 作りすぎない！ ３. 食べ残さない！ 

食品ロスを減らすコツは、３つの「ない」！ 



ごみと食品ロスの
やさしい減らし方講座

参加者募集・無料

第１ 回：９月12日（土）
第２回：11月７日（土）
第３回：２月20日（土）
※各回の内容は同じです。

10：00～12：00

10：00～12：00
14：00～16：00

戸塚区役所８階会議室

おにぎりにすると210個分、お金にすると19,000円。
まだ食べられる食品が１人あたり年間でこれだけ捨てられています。

ちょっとした気遣いや行動で食品ロスを減らして
「もったいない」をなくしませんか？

講師 福田かずみさん

食品ロス削減アドバイザーで、
冷蔵庫収納家。理論的でありながらも、
暮らしに寄り添う優しい語り口で、

家庭の冷蔵庫から
食料廃棄をなくす
コツをお話しいた
だきます。

実践しやすい冷蔵
庫収納のメソッド
が評価を得て、
TV等でも

活躍されています。

ごみとして出して
いるものも、分け方を

変えるだけで資源に
生まれ変わります！

今更聞けない分け方・出し
方を、資源循環局の職員が
ご説明します。

日にちと時間

会場

申込み
①希望回②参加される方の氏名③ご連絡先を
戸塚区役所地域振興課資源化推進担当へ
電 話：866-8411 FAX：864-1933
メール：to-shigen@city.yokohama.lg.jp
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